
 

令和３年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 日立市 】 

学校名【 日立市立十王中学校 】 

１ 実践テーマ  Ⅴ  

２ 実施対象者 

（学 年 ･ 人 数） 

１学年 ５クラス １４７名 

２学年 ５クラス １５１名 

３学年 ５クラス １５６名  

３ 展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（ 総合的な学習の時間 ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標 

（ねらい） 
 オリンピアンを招いて、スポーツに対する興味・関心を高め、生涯にわたりスポ

ーツを楽しむ態度の育成を図る。 

 

５ 取組内容 １．オリンピックに対する興味・関心を高めるためにテレビ観戦を奨励し、その感

想を新聞記事の切り抜きとともにレポートを作成し、夏休みの課題として全学

年で取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

（新聞記事の切り抜きレポートから一部抜粋） 

２．フェンシングについてインターネットで検索し、事前学習を実施した。 

３．オリンピアン（千田 健太氏）を招聘し、実践授業を体験した。 

 ①オリンピアンによる講演、体験会 

  ・3 学年は体育館で全員参加 

  ・１、2 学年は各学級でリモート参加 

 ②アルファベット積み木を使用したフェンシング体験 

  ・3 学年のみ体育館で実施 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．体験後の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．すべての事業を通してのアンケート調査を実施した。 

①事業前と事業後の変容についてアンケート調査を実施（校内） 

②筑波大学オリンピック教育プラットフォーム依頼のアンケート調査を実施 

（事前、オリンピック・パラリンピック開催後、事業終了後３回実施）  

６ 主な成果 

 

・オリンピック・パラリンピックを一度も観戦したことがない生徒がかなり多くい

たが、日本での開催ということもあり、多くの種目を観戦する機会に恵まれ、ス

ポーツに対する関心が高まった。 

・講演を通して、才能や素質だけではなく、努力することの大切さを実感すること

ができた。 

・フェンシングに関しては、ほとんどの生徒が未体験ではあったか、教材を工夫す

ることによって、動きの基本を体験することができ、競技への関心度が高まった。

また、レクリエーション感覚で体験することができたので、男女差や体力差がな

く、男女で楽しむことができた。 

何を選ぶかで勝敗は大きく変わる。 慣れてくると勝てるアルファベット

を選択するようになる。 

男女差、体力差はあまり関係しない。 団体戦の決勝戦は女子チーム同士。 



・アンケートの結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ほとんどの生徒が事業後に意識が向上したことが伺える。特に新型コロナウイ

ルス感染症の影響で、開催が１年延期になったことで関心が遠のいていたが、

日本人の活躍によって多くの種目に対して関心が高まった。また、オリンピア

ンの来校は多くの生徒に刺激を与えた。 

７ 実践において

工夫した点 

 （事業の特色） 

・日本で実施されたオリンピックやパラリンピックの競技をテレビ観戦し、

その感想を新聞記事を活用してレポートにまとめた。 

・事前に保健体育の授業を通してオリンピックやパラリンピックの過去の

大会をタブレッドを使用して検索したり、競技の歴史について調べたり

した。 

・当日の時間を有効に活用するために、講演のみにならず実技指導を含め

た内容になるよう事前の打合せを入念に行った。 

・実施に際しては感染症対策の面から、体育館を 3 学年のみ、１・２学年

をリモートによる参加とした。 

・より多くの生徒に実体験をさせるために、生活班ごとにアルファベット

積み木が行き渡るように配慮した。 

８ 主な課題等 ・感染状況が落ち着けば、全校一斉に体育館などで講演が聞けることが望

ましい。また、せっかくの機会なので、保護者などにも周知し参加の輪

を広げると、スポーツのすばらしさを多方面に伝えることができる。 

・実技指導に関しては、人数に上限を設けて実施しないと講師の先生の指

導がいきわたらない。 

・感染症の影響で実施時期を１２月までずらしたが、できれば運動しやす

い時期（１２月の体育館は寒く厳しい）に実施することが望ましい。 

・学校の規模によって、必要な教材の数に差があるので、予算については

もう少し弾力的に考えて欲しい。（アルファベット積み木をもっと多く購

入したかった。※実施してみてアルファベットの選択によって強弱の差

が出てしまったので、同じアルファベットを数多く準備することが望ま

しい→各班に A が２枚O が２枚など） 

９ 来年度以降の

実施予定 

・多くのスポーツに興味・関心がもてるように、保健体育の学習を中心に、

国際大会や国内大会の紹介をしたり、結果をレポートにまとめたりする

など、長期休みの課題として取り組ませていく。 

・アルファベット積み木を利用してのフェンシングについては学級活動の

グループエンカウンターなどに取り入れて仲間づくりに役立てていく。 

・講演活動から得た、困難を乗り越えて目標を達成することのすばらしさ

について、道徳教材として動画を交えながら活用していく。 

・今後も機会があれば、積極的にオリンピアンやパラリンピアンを招聘し

ての行事を実施していく。 

 

0

20

40

60

80

1 00

関心・意欲

％

ボランティア・応援

2 4
1 4 1 6

期待度

3 6

96

83

イベントへの参加

84
92

オリンピック・パラリンピックに対する意識調査

事業前

事業後


